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５ 図のように，高さが異なる 3 つの直方体□あ ，□い ，□う を下から順に重ね，1 つの直

方体を作ります。

この直方体の表面および辺と頂点の上を動く 2 つの点Ｐ，Ｑを結ぶ直線で直方体を

切っていきます。Ｐ，Ｑを次のように動かすとき，次の問いに答えなさい。

(1) はじめ，Ｐは頂点Ａに，Ｑは頂点Ｈはあります。Ｐ，Ｑを①→②の順番に動かし

ます。

① ＰをＡからＢまで真っすぐに動かします。

② ＱをＨからＧまで真っすぐに動かします。

このとき，直方体□い は 2 つの立体図形に分けられます。このうち，面ＡＢＦＥ側に

ある方を立体□え とします。立体□え の体積は何 cm ３ですか。

(2) (1)に続けて，Ｐ，Ｑを③→④の順に動かします。

③ ＱをＧから再びＨまで真っすぐに動かします。

④ ＰをＢからＦまで真っすぐに動かします。

このとき，立体□え は 2 つの立体図形に分けられます。このうち，面ＡＤＨＥ側にあ

る方を立体□お とします。立体□お の体積は何 cm ３ですか。なお，この問題は解答ま

での考え方を表す式や文章・図を書きなさい。

(3) (2)に続けて，ＰをＦからＡまで真っすぐにお動かします。このとき，立体□お は 2

つの立体図形に分けられます。このうち，面ＡＤＨＥ側にある方を立体□か とします。

立体□か の体積は何 cm ３ですか。
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(1) 立体□え は右図で，

台形ＩＪＫＬを底面と

する高さ 9cm の柱体と

なる。

右図で，△ＡＩＬと

△ＡＪＫと△ＡＥＨは

相似で，相似比は

ＡＩ：ＡＪ：ＡＥ

＝ 1：(1 ＋ 2)：(1 ＋ 2 ＋ 3)
＝ 1：3：6 なので，

ＩＬ＝ＥＨ× ＝ 9 × ＝ cm ＝ 1.5cm。

ＪＫ＝ＥＨ× ＝ 9 × ＝ cm ＝ 4.5cm。

よって，台形ＩＪＫＬの面積は(1.5 ＋ 4.5)× 2 ÷ 2 ＝ 6cm ２ なので，

立体□え の体積は 6 × 6 ＝ 36cm ３ です。

(2) 立体□お は立体□え から，

右図の三角すい台ＭＮＯ－

ＲＳＴを除いたもの。

右図で，ＯＭ＝ 1.5cm，

ＯＮ＝ 6 × ＝ 1cm なので，

三角すいＢ－ＭＮＯ

の体積は

1.5 × 1 × × 1 ×

＝ 0.25cm ３ ，

また，ＲＴ＝ 4.5cm，

ＳＴ＝ 6 × ＝ 3cm，ＢＲ＝ 1 ＋ 2 ＝ 3cm

なので，三角すいＢ－ＲＳＴの体積は

4.5 × 3 × × 3 × ＝ 13.5 × ＝ 6.75cm ３ 。

よって，三角すい台ＭＮＯ－ＲＳＴの体積は 6.75 － 0.25 ＝ 6.5cm ３ となるので，

立体おの体積は 36 － 6.5 ＝ 29.5cm ３ です。
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(3) 立体□か は右図の，

三角すい台ＩＬＵ－ＪＫＶ。

右図で，ＩＬ＝ 1.5cm，

ＩＵ＝ 6 × ＝ 1cm より，

三角すいＡ－ＩＬＵの

体積は

1.5 × 1 × × ＝ 0.25cm ３。

また，ＪＫ＝ 4.5cm，

ＪＶ＝ 6 × ＝ 3cm，ＡＪ＝ 3cm

より，三角すいＡ－ＪＫＶの体積は

4.5 × 3 × × 3 × ＝ 13.5 × ＝ 6.75cm ３

となるので，立体かの体積は

6.75 － 0.25 ＝ 6.5cm ３ です。

1

6

1

2

1

3

1

2

1

2

1

3

1

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

9cm

1cm

2cm

3cm

6cm

あ

い

う
Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ


